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［背景・ねらい］

急峻な山地では降雨により路網や斜面を起点とする侵食・崩壊が発生しやすく、治山に

おいても崩壊危険箇所は水が集まりやすい傾向にある。このため、地形に基づく集水経路

の把握が不可欠である。そこで、QGIS で DEM を解析して集水経路を可視化する「Blue-D マ

ップ」の作成方法を示す。

［成果の内容・特徴］

１．「Blue­D マップ」の作成手順について、図１のとおりである。

２．集水経路を視覚的に把握できる（図２）。

３．TREND­POINT を用いて、「Blue­D マップ」の３D 表示ができる（図２）。

［成果の活用面・留意点］

１．斜面災害の危険箇所を把握することができる。

２．作業道等の計画において、集水経路を考慮したルート選定に活用できる。

３．調査地点の合理的な選定が可能となり、調査の効率化に寄与する。

４．森林分野のみならず、地形情報を基盤とする多様な分野に応用できる。

５．自動化

［データ、ツール概要］



［具体的データ］

   

図２ Blue-D マップ（2025 年 6 月 土砂災害現地：長崎市相川町）

(a)土砂災害現地の拡大図、(b)現地写真（ドローン）、(c) 3D 表示

［その他］
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図１ 「Blue-D マップ」の作成手順
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